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要 旨:林業試験JJ，j北海道支J};Jの lìíj身の一一つである町帆林業U\験場 (fJリ~5Í十ìifr竹〉は 1908 年J丸紅の

{仁川Ij 11] l'日JI[iJ0， 'j<志文月 1]1と l没 íì" ，è されたが，とのとき;7'合 lこ隣践して樹木凶がiliJ点された。樹木凶は 1909

イドから 10 数年にわたって浩成され， ïfí日J'i 2.0 ha , 30G I三 jlllÎ ~こ 202 制屈が仙北された。むj点にあたっ

ては多くの努力が払われたが， その i乏の社会↑白書うの変化 lとより， 蚊j地山の約、下|ドt勺ク分〉は 1953 t年lドミ汁lにζ札 I[脱l回児灯林

7判片 の f干司m干干h引I川げ川叩l'山川I.\!川I'í'j\: う荒往!所y珂川1υ)川「日Jl地也 lに乙 ilトじG日7

1μXIド川11刈|川日， 4却9 fl和"1 ~にζすぎないが， 11机:11'山f山u北〉主却&11山』や l'川'1'叶l'山'î木入子f司:)';令の;氾l氾己?処:;kがあり， しかもこれほと、多数の I\:J帥の制裁木

を 1 か所に作つのは他になく 11t {~~な (j吋1:であり止を~\Hiij しておく必盟があると考える。 jll'U丸木:の

， ~i， J査は 1915 年に行われており，その後1， 2 ['-fj行われたようであるが心鈷はない。今/iiJ はむ成経過を

切らかにするとともに 1977 年引討における +11け比本の伐存状況， !Jc.ff状況などについて，WJ査を行った。

川政相祖の成存状山はJ1j J血の転川による減少を [í;j;けば約 5 ~1; 1jが伐っている。 ji明i

伐イιF状況lは土 /1:J木 lにζついては大;たç:: はなしい可。 広制は.f1-iMM~と比し残存率が111かった。 ~lk状態は 14 tM 
mについて北海道主要相理収穫/ふ野腕試験休のl町tのデータと対比して検，i'J したが，胸[;・~n二kは低

っている j又 IT1î HHI"':J!I:J~の労っているのが多い。柑JT::. については1冷が 2 木以 uと分れている複l?î~が多か
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はじめに

林業試験場北海道支場の前身の一つである野幌林業試験場(内務省所管)は， 明治 41 年 (1908) 現在

の江別市西野幌字志文別に開設された。

試験場設立の目的1) は「森林経営 l二必要ナ jレ技術的事項ヲ調査試験シ其結果ヲ発表シ以テ林業 r:収益ノ

増進並ビ、ニ改良ヲ計jレ」乙とにあったので，試験項目は造林，施業および木材利用と林業試験の全般にわ

7こっ fこ。

乙のうち造林関係の試験のーっとして，北海道の主要樹程の特性を把握するために，種子から養街試験

を行うとともに，乙れらの養成市や山引き苗を用いて樹木園を造成することが計画された。

樹木園は当時の試験場庁舎に隣接して，明治 42 年 (1909) から 10 数年にわたり造成された。造成にあ

たっては綿密な設計と多くの努力が払われたが，その後の社会情勢の変化により，樹木固としての維持管

理は放棄され，敷地の一部は転用されて規模が縮少し，荒廃している。現在でもなお相当数の樹木は現存

しており，一方，造成当初の台帳も保存されているが，とのまま放置しておくと，乙の樹木園は記録も残

らないままに早晩消滅して先人の努力は無に帰すると思われたので， とりあえず 1977 年に樹木園の現況

調査を行い，その結果をとりまとめた。

北海道において 70 年を経た樹木園は他にないので，乙の調査結果は今後の北海道における樹木園造成，

見本林造成，一般造林などに参考資料として役立つものと考え，乙こに報告する次第である。

木資料をとりまとめるにあたり北海道支場前経営部長長内 力技官，調査室長 渡部庄三郎技官，前

北海道支場調査室長 鈴木啓義技官並びに土壌調査には北海道支場育林部土じよう研究室 塩崎正雄技官

にど指導頂いた。厚くお礼申し上げる。

I 樹木園の所在地および概況

(1) 位置

北緯 43 002'5"，東経 141 0 31'7勺 札幌営林署札幌事業区 42 林班ナ小班，野幌種苗事業所の苗畑敷地内

にあり，関 1 の位置図に示しだ。

(2) 地形地質2)

当地域は一般に野幌丘陵と呼ばれており，丘陵の最高点は海抜約 100mで比較的緩傾斜な地形を呈して

いる。丘陵のほぼ中央部には南北に連なる平坦な野幌面がある。この野幌面の東方には，野幌面よりも低

位な第 4 紀更新世の白~褐色粘土，砂，泥炭などからなる学旧(がくでん〉堆積物がみられる。樹木園は

乙うした丘陵地の東端，学田堆積物の c-_ に位置しており，海抜 20m の平坦地である。

(3) 土壌

樹木困付近には火山灰を母材にした黒色土壌が分布しているほか， 地下水の影響を強く受けたグライ

(G) 土壌が認められ，樹木因は偽似グライ (ps G) が主体の土壌となっている。その代表的土壌断面は

次のとおりである。

L 屑: 1~2. 5 cm，イタヤカエデ，カシワ等の新鮮な落葉。

F 層: 0~1 cm，イタヤカエデ，カシワ等の落葉の分解破砕物。

A1 層: 0~6 cm，極H音褐色 (7.5 YR 2/3)，腐植にすとぷる富む壌土，団粒状構造を主とし，軟，潤，
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11 1小似:多，層界断変 ， I ~j:材は火 r Lr灰砂。

A2 層 6~~18 cm，褐色(10YR4/3) ，防相'[に 7百む壌土，堅果状惜j立， ]1iJ<, ilj8，小根あり， J邑 y~判然，

町村は火山灰色!、。

B'-g 層: 18~48 cm，にぷい貰ー樺色(10YR 6/4) を基色とし， IリJ 11'{褐色 (10YR 6/8) の斑欽を合む，

:hl'Ifi壌土，カベ状打13造，堅，屈界出rr変o

C'--g 層: 48 cm~~，にぷい 112樺色 (10YR 7/4) ，埴質壌土，カベ状j:r'，lf ):;1，す乙ぷる県， ;1 1ι 

(4) 気候

1953r~r1968 {j'.は林業試験場北海道文場~!}腕試験地(樹木図から北方約 4km の地liJでの制測ベ 1971 

~1977 年は樹木図の-11J を転用して作られた札幌営林署野中町E同事業所での観測による資料4)をぶすと友

1 のとおりである。乙の!日]には 1969~1970 年の 2 年間が欠測となっているので， ζ れを除いた 23 ~j:-11日の

観測結果に基づけば，年平均気温が段も低いのは 6.20C ， 最も 1::品、のは 7.80C ， イr平均気illÍlは 7.00C であ

る。降水量は最も少ないのが 919mm，最も多いのが 1 ， 467mm，年平均降水量;は 1 ， 203mm である。ま

た年平均積雪呈は 135 cm である。初霜は 9 月下旬， 1出霜は 5 月 1 ~旬，風は秋季から冬季にかけては北 [JLj

の風が強く，春夏は南東の風が多い。 道内においても強風の l氏走地帯に属し，年平均では 4.4 m/sec とな

っている。

(5) 植生8)6)

乙の地域は典型的な汎針広混交林J出で，針葉樹ではトドマツを主とし，わず、かにエゾマツ，アカエゾマ

ツを混じている。

広葉樹はウダイカンパ，サワシパ， ミズナラ，ハノレニレ，オヒョウ，ホオノキ，キタコブシ，カツラ，

ヒロハノキノ、ダ，ニガキ，シナノキ，オオパボダイジュ，コシアブラ，エゾイタヤ，ハリギリ，ヤチダモ

等の日~l;昨日:，冷況Lii苓性広葉樹によって If_jめられている。

林床植生では，針葉樹林1)すに優先するチシマザサ，オクヤマザサ，ハイイヌガヤ，エゾユズリノ\

コウモリの群落が標徴種としてあげられる。広葉樹林内に優先するものはクマイザサ， ミズノイショウ，パ

イケイソウ，イヌスギナ， ヨシなどが主な椋徴種として認められ， _I二層を柿成している主な柑種と，それ

ぞれが品IIみ介わされて植物社会を h'，}成しているの

樹木 l岨はこのようなが村\の伐川、j自に造成されたものと推定される。
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日1]:11弘林業試験以仏、j木 l主i り j立)点経過と現状分析 (llJ!先資料) (}Íj-ノド)

E 樹木国の設計

1. 形状，面積，区画

:nllGt林業，iよ験j弘樹木 I~i?&， il'c己:1) によれば次のようであるの

(1) )診はおよび、両 '[:1 1 1

5 

k任 178.16 m (98 I/U) , )üi壬 152.71 m (84 /1 U) の仙川 J巴で， 1(liNlt ま 20 ， 193.55m2 (6 ， 110 少の， うち

fp'[状百店 6， 312.55m2 (1 , 910 J:'Iつであった υ

(2) 1><: pllﾎ 

的|リ状のki長と jJAi誌にそって火わる 1[1日 7.27111 (4 I/ U) の 11U立をi泣け， 1[1心部には 18 個の小区i出|とその

外側に 88 仙の大ば pllÎ を作り， 大区 pflÎはさらに 2 分または 4 分して 320 区画とした。従って民間放の九円

は 338 1:>( pllÎ となる。

2. 樹種配置，植栽本数〈将来本数)

['[然分)jυj式と )i[:，')司分刻。 11;企分知) jJ式をイ')1:川し， lìíj:(íは ENGLER 式により， i交 nはill築， !i]i)州， J'. 

木， 1以!A4υl只Lし， マ ツ チ (矧矧怖「汁i汁寸寸宇〕川〉λ， 虫虫製!1i抗HV山i

た C こ U)状態を|刈 21こノJ\す。

~jJ' I リ状の 11 1心 I\\I~ (， ζI'q~ii"ì された 181[，~[ω小 [>(pIIÎ には (:jl [Ifll' [物 26 ，fillを配し，その外相IJ を l リ)， I;J ,1)\ (ζ5 :Y IJ を1' 1 然

分 3Ji川とし，さらにその外側を円川状に 3 列を応川分知として配 ii'ï:する U-<2) 。

1'1 然分野j川口~\JH:は北海道産 (T ，I; ，J ， *草木を合む〉の I'， :j本，低水，ササ下とし 144 [玄 IIIIÎ に 165 1"1\， r'::jl[ Ifn'[ 

物は 18 [正 pUÎ! て 26H:を子えとしていた。

山川分見1は lli築川 51 :Eft:，船 fiJ i' I }[J 12 和， _Iこイ(}[J 17 H , (.~n川 48 W，マッチ JIJ 14 ,f{(, 製紙川 9 H: , jJr 

iJ乙川 20 店，イ}，r!- 171 岨でJじ海道庄のみでなく木州および外Ilillmのものも予山していた。

去 2. [迂|山i および i，:H Æ"1í以 ωdl' pllÎ と 'j;: 1 J 

|メ[ITiÎ 11~ 私J 1'ft: ')lﾝ 

川 l 尖 1 JC :尖行本，:[. WIÎ 完 行 l 尖1i'千i
(施)1 ~，~ I ~~~ I ~タ6)

全体 338 I 306 91 '1 248 I 20.2 I 81 

['[然分知 162 I 150 [ 93! 191 [ 159 I 8,) 

i'::j 111 111'[ 4Í1 以外 114 I 132 I 92 I 165 I 141 I 8;_i 

r'::j 111 hI'i 物 1818 I 100 I 26 I 18 I 69 
一一一一一一 一一一 一一一一一一一一一一

山川分知 175 I 156 I 89 I lJ8 101 I 86 

lli 築川は 5:~ I 1¥ ~í I [) 7 I ~) 1 I 41 I 86 

船出'1 川材ー 1 2 1 2 I 100 i 1 2 I 1 2 I 100 

1: 本川材 18 I 17 I 94 I 17 I 16 [ 94 

日:i ~ ~ JIJ ,H' 1¥ 8 1 ,14 1 n \8 ぺ'[ I n 
マッチ川材 11 I 13 I 93 I 1 -1 I 1:l [ 9:3 

製紙川村 9 i 8 I 89 I 9 I 8 I 89 

府民 m 材 フ'2 17 I 77 [ :20 15 [ 75 

uu 樹同数[ま，分知r!U および用途!日jでiE i主しているのがあるため， wt~J:した仙は合計棚と一説しない。
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こ乙で同一脳相で 2 以上の用途のあるものは，分わ:U I'dでも用途[日jでも，またがってそれぞれ拙枕するこ

とにした。すなわち，応用分類内において川途!mでの疋復しているものを除くと 118 制極となり，この応

用分史(j と目I'I':)分夫iílm で E複しているものをさらに除くと，1!-llliiの全制極数は 50 科 108 JI~ 248 極であった。

区凶iへの樹桓の'~;Ijり付けは科ごとにまとめ， Ll 然分知の低水，ツノレ，ササの一郎と山山+111物を除いては

11孟[山Î 1 制極とし， 1 刷極の1'n'[えイ山ナンj(数は 6 本とする。そして将来J@lll/'d伐していって， 114本は故終的

には 1 1正 I]lli 1 本を残す子;とであった。

皿 樹木園の造成経過とその後の推移

1.造成経過

柏裁は lリ j治 42 lrr-に始まり大正 10 ，; rに終わった。その法成経過は図 3 に示すとおりで， 明治 43 ， 44lrF 

の 2 ,) I:-I/U ~乙:!凶の約 50% が実行され，大正 4 年までに約 80% に達している。 最終的に柏枕された総数と

日回数とを刈上じさせると表 2 となる。

|出回数としては 338 区画が用意され克行は 306 区画に終った。応J[J分 ~11別では r'， :J 山仙物と船舶用材とが

予定通り尖付されたが，他の分~jlで、は米舶の|孟 p11Ìが生じた。

制服数については，11"回附租数 248 に対して尖行出店数 202 であり， 尖け卒 8196 である。植松木~は l

制服 6 本111f( える，i!-Illli であったが， 111本入手引[のため全制析が 6 :;j-，:ず、つ +11'(えられてはいない。尖1 j二の新柏木

部(が 1 ， 515 木， 乙れにその後の山木入手による filJ.=k:や枯れの十ilHllf(~~'-;を介せて 198 木が1'II'iえられ合，H 1, 713 

木である(去 3)。したがって尖行区回数 306 に対して 1 区間平均 5.6 木になる。

この粒状された季節についてみれば 5 月が最も多く全体の 89% がこの月に柏えられ， 4)] が 5%， 11 
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表 3. lJ寺期別市立イ、J-木数

日年月[ 4 [ 5 [617[9[  

珂治 42 I (木) I 3 I 

43 1 18 (3) 1 404 

44 570 (4) 

45 7 

大正 2 I 5 22(17) 5 

3 25 64 (7) 2 I 

4 1~ (1) I 
5 

24(35) 

5( 48) 

6 14 (5) 

8 18 (3) 

(1) 2(35) 

21 

3 

(15) 

6 1

1 

1 (1) 

勺
~ 

12 

14 (6) 

5(15) 

(2) 

8 

445 (9) 

570 (4) 

254 

37( 47) 

101 (8) 

39(36) 

6(50) 

14 (5) 

18 (3) 

2(36) 

21 

百分青率iω|| 853ω 1 ，川1吋 14 I 3  14 [ 4(16) [ 19(23) [ 5 I 1 ， 515川
89 ~-[ 0.5[ 1 [ 1 -lτ一一[一日一両

(注) ()は問柏で外書。

月が 2%の)1民となり，次いで 6 ， 7, 9, 12 月にも少しずつ植えられた。

11:1木の出所については，付表で見られるごとく，野|幌国有林からの山引き Wiが最も多く，次いで道内の

営林署から寄贈されたもの，開設直後の林業試験場の苗畑で生産されたもの，東北帝大良件大学(現北海

道大学〉よりの寄贈，その仙の )1貝になっている。

2. その後の推移

造成開始から 6 年目の大正 4 年に一斉調査が行われ，との結果に基づいてさらに補植がl汁岡 l'jl~ に行われ

たの一斉調査はその後も 1 ， 2 度行われた形跡はあるが記録として残っていない。その後 10 数年K及ぶ空

白時代が続いて現杭ピ明るのであるが， 林業試験場はとの間に nR和 2 年と 28 年との 2 度にわたって移転

をしている o :;:rS1IEI 日は倒木国のそば(志文別〉からがJ4km 北，現在の北海道林木育和場の所在地，江

別市西野|院に， tr:; 2 ITlJ 目は樹木困のELJ方約 26km の札幌市主任平である。戦時中の空白時代および戦後の

混乱時代とならんで，この移転が倒木 I~~の管日Hと極めて不利な影響を与えたであろうと抗察される。

また， 11日未II 28 干|汁とは刷木悶の敷地の約、I~分の部分が札幌Jt~林汗の極的事業所m地に転用され， 残庁し

ていた樹木は 1 f\[)を残して伐採された。それは図 2 で樹木国の 11-1心を南北に通る基道から四側半分であ

る。そして転用に当って邪魔にならない立木は西側半分の転JTJ 灰域内でも);~々と残したのである。間側で

残されたのは 14 区画，立木*1/)( 41 木である。

1.調査方法

(1) 復元

N 樹木園の現状

現状;\(，liJ査にあたっては，まず造成II!Jの区画を復元しなければならなかった。

樹木|羽全体の形としては.ÌÛJ点 n与に辿ったと XLtわれる弘道と ~~j立ならびに外)，l，] に 111品 40 cm 担の lrW: が切っ
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てあるのでと j しでHr. ii'ï を (i{(ri，gできた。

これを設け i1 枯J ，Hi 4 ~ 6 本がまとまって川市亡している ωがあちこちに 20 余的所あり，lポ uUjω復元は，

~i'1 "与の|スITúiに治してこ 1 しから全 1.><: IÚIÎ を3:Ji Jffi復1じした"

名,f,a j
 

l
A
1
 

(2) 

樹木|主|設iil ・ 111) および払Jぶ r~dTﾌ' Illk I こ， iG ， 1おされている枯J，f'1!のポ1I名およびγ:名はいずれも叫イ1:では山川され

乙れを・羽イ111fi j白に川いられている"?;f"不11 名[こ，iTIL したのていないものが多いσのI~rでご己， IVI引出，'Jf

外 Ilil J!'(f..H本については RE!!DER8 ) により，またササについてはめ11 本 iìUh，J 木については)(JI:7) iとより，

イ\日)によって~\J!:名をもとに，fJ1L した c

以 1" によっても不|リ!な.L0}介は出火;のままとした。

-
-
、

けHいJ ビ]
 

|
、勺

引υ(3) 

伐山本ljl!日2は II{jtrJ 52 j ド 5)J !cíj- った。 川JJ ヒJl'i ll は次ω ものである。

JJ旬 {:j jT'Cif: (地上1.3 m) : II，'H壬冶J\_iとより 0.1 cm まで lbtむの① 

枯fl":J: フ、、 jレーメライス iJliJ 山山 lとより 0.1 m まで lotむ。② 

校 Fi:':j: li"i J 卜J③ 

校以り:治尺によ V) 品川中)'dJ [lJ の品l 昨から仏JJ6t ll~k)，IJ，までの jてさをj也 1 ~において 0.1 111 ま"C，沈むけ④ 

調査結果と考察2. 

品J木の残存状況(1) 

l�j jf;のように "HJl， il'VIIÎ されながら ~I白状されないままに終わったも ω もあり， 1:IÚ~おされた後十Ilí~11 したもの

また ;1ωIJ のため伐採されたものが多数ある。引正I ~ 1 木以 i二残作しているも ωは 19 利 29 J品 49 組もあり，

で， 73 Ix:UW 194 本である。なお松川されず残存している京半分では 16 刊 24 同 43 fdï , 591><‘ IfliÎ 153 本が残
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存している。

これらの残存状況を区画，樹種，本数に区分して整理したのが以下の通りである。

区画数について示すと表 4 になる。自然分類での高山植物の区画は全区画が枯損消失している。高山植

物以外では 144 区間のうち約 2/3 以上のものが伐採と枯損消失とになっている。応用分類では建築，器

具，マッチ，製紙用材の区画が大きく伐採され，とくにマッチ用材では残存数が O であることがわかる。

残存しているのは自然分類で 21 区画，応用分類で 52 区画である。

次に残存状況を樹種数で示すと表 5 になる。郷土樹種(県松内低地帯以南を除く北海道産樹種)では

51 の樹種が伐採， 47 の樹種が枯損消失して， 23 の樹種が残存している。剖広別では針葉樹の 5 樹種と広

葉樹の 18 樹種である。異郷土樹種は針葉樹が 19 種，広葉樹が 7 種の介わせて 26 種が残存している。

伐採のための消失した樹種を除外した残存率では，郷土樹程，異郷土樹極を通じて低木の残存率が低い

乙とと，針葉樹よりも広葉樹の残存率が低い乙とが切らかである。

また，異郷土樹種は郷土樹種より残存率がむしろ下五い値を示しているが，乙れは郷土樹種の低木の残存

率が低いことに起因しておって，いま高木だけで残存率をみると郷土樹種 66% ， 異郷土樹種 70% であっ

て類似している。

次iと残存本数をみると表 6 のとおりで郷土樹種 107 本，異郷土樹種 87 木が残存しており，郷土樹種の残

存本数が多い。針葉樹と広葉樹の比は郷土樹程では約 1 : 2，異郷土樹種では約 2:1 と逆になっている。

表 5. 樹木の残存状況(樹程数)
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口
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~'fll見休業試験場制木 [~G の造成経過と引状分析ClJl 究資料) (J\J 木)

各樹和ごとに残存率を求めてその分布をみると表 7 のとおりでSi1郷土制組と郷土f品種の IIJJ には右干追い

があるように見られる。これを I":J 木だけについてみてみるに両者には迎いがほとんと、認められなくなる。

(2) 残存本の生育状態

成イメ木の測どれ'i :4~ は:2;( 8 のとおりであった。

1) ~I: J三

[I Jj-制服であ(本も残存しているもののうちには比較的生片のそろっているものもあるが，催劣のLtがき

わめて大きいものも多い。また，払Hillli\Jの先もきわめて大きい。

作品J屈のMk木の JJ印 1":JI1主任および村JI: :J の分布は表 9 のとおりで， JJ向 I\'iín'if壬の最大のものは針葉樹ではス

トローフ、、マツの 58cm，広葉樹ではトチノキの 59cm であり，刷、 [II:J でM大のものは，YI-葉+Mではニホンカ

友 6. 樹木の成作状況(本数)
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ラマツの 22 m , )よ}jHIHではブナの 23 m である。樹丙 20 m を担えるものは叶葉樹ではニホンカラマツ，

ストロープマツの 2 樹極にすぎないが，広葉樹ではブナ，シラカンノイ，カワラハンノキ，サワク、、/レミ，ヤ

チダモ，カシワの 6 樹積， まだ胸 r\C;r 直径で 40 cm を}巴えるものは針葉樹ではストロープ、、マツ， アカエゾ

マツ，アカトドマツ，ヒメコマツ，ニホンカラマツの 51~J稲，広葉樹ではトチノキ， ミズナラ，カワラハ

ンノキ，カシワ，ハリエンジュ，ブナ，ヤチダモ，シラカンパ，サワグノレミの 9 脳相で，前径. tMï日とも

に広葉樹が叶~f:Mよりも大きいものが多く存在している。

郷土制種も異郷土樹種もそれぞ;f1半数以 1: がj向山'jU'_I任 30 cm 以上，出向 15mB、 1'. に注している。

全般(J';_](.乙乙れら樹高は樹齢からみてあまり向くないように )JJわれる。北海道治体制組としてできている

林分収穫予想表または過去測定値の野l院試験林データと対比できる 14 刷和について，制JE，胸î'，' :j [l自主を比

較したのが図 4ー(1)~(14) である。生lえを既往の参考資料と比il皮したとき，品n~住民は悪いが)j(<ùï':}j/_I:Jミは

明らかにと凹っているものとして 6 出穂(アカトドマツ，エゾマツ， ヨーロッパアカマツ，ヨーロッパト

ウヒ，ストローフーマツ，ヤチダモ)，制刊行:長は既往の資料に近いが)j旬 r'，':/I:.良は lリ l らかに IJíll るものとして

表 9. j品種ごとの最大木のJl旬['，'s nJ:径，制 III=:J 分布

fドlド七I 

N LINIL 

2 

61 51 2 

)j何

[''':J 1 30~40 I 1 I 5 I 11 

直

径 40~，50 3 3 3 

50~60 2 

(m) 
6~~ 9 υ 「

制 I 9~12 2 3 

12~15 4 5 

15~18 2 6 3 

18~ 21 I 2 I 4 I 2 

種 名

イチイ， ミツバウツギ，クリ，イロハモミジ

イチョウ， イブキ， ヒノキアスナロ， リキタゃマツ，オレゴンノマイン，

ヒカツラ，ハシドイ，ハリギリ，クロウメモドキ，ヤマハンノキ，

イタヤカエデ，ケヤキ，ノルウェーカエデ

エゾマツ， ヒノキ，サワラ， トウヒ，スギ\アカマツ，ヨーロッノf

カラマツ， ヨーロッノfアカマツ， ヨーロッノf トウヒ，ダフリカカラ

マツ，シベリヤカラマツ，チョウセンゴヨウ，ウダイカンパ，ダケ
カンノイ，カラコギカエデ，クロピイタヤ，クロミサンザシ

アカエゾマツ，アカトドマツ，ヒメコマツ，ニホンカラマツ，シラ

カンノ九ヤチダモ，カシワ，ブナ，サワグノレミ，ハリエンジュ

ストロープマツ， ミズナラ， トチノキ，カワラハンノキ

イチイ，イチョウ，ハシドイ，クロウメモドキ， ミツバウツギ，ク
ロミサンザシ，ヤマハンノキ，イロハモミジ

イブキ， リキダマツ，オレゴンノfイン，ヒカツラ，クリ

ヒメコマツ，アカマツ，ヒノキアスナロ， ヨーロッノfカラマツ，シ

ベリヤカラマツ，ダフリカカラマツ，イタヤカエデ，ウ夕、イカンノマ，

ハリギリ，クロビイタヤ

アカトドマツ，ヒノキ，サワラ， トウヒ，スギ， ヨーロッパアカマ

ツ，チョウセンゴヨウ，カラコギカエデ， トチノキ，ケヤキ，ハリ

エンジュ，ノルウェーカエデ

エゾマツ，アカエゾマツ，ストロープマツ， ヨーロッノマトウヒ，ヤ

チダモ， ミズナラ，夕、ケカンノイ，カシワ，サワグノレミ

2h24 1 11  1 1 1 2 中カラマ Y シラカンバ ブナ カワラハンノキ
(注〉 イヌガヤは直径，樹高とも測定不能のため;汁上しないの
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夕、 モ

(樹 I*i~)

チY l立J 4-(14). -¥' 

(ijl 月1え:rH!; 11) , p. :l!J) 

3 十M1Æ (シラカンパ，カシワ， ミズナラ) , また， 出 J'，' :zt長は恐いけれど)]('Ù I':~J生長はM訟のr̂ t ~;:Hζ近いも

のとして 2 ild ,FE (スギ，イタヤカエデ〉が挙げられる。

このように制 J'::j!j~J毛はあまり良好でなく， [Ú任生長はそれほど不良でない。

2) H~ 態

üJ本 j~~ のも，'!J，1くには 1 ;;1>:で 2 以 i二の幹 l乙分かれているものC1;Ý:';めがみられる o

:í1 1. 1t +i!J では複幹は 6 制極に 9 本みられる。すな

わちヒメコマツ，スギ，サワラ，イチイ， :3 ーロ

ッパアカマツには 2 木立ちが，ヒノキには 3 本イ[

ちが iI'， 況している。

店主制では主主幹は 12 出店に 24 木みられるのす

なわちシラカンノイ，カワラハンノキ，イタヤカエ

デ，ハリギリ， トチノキ，ブナ，カシワ， ミズナ

ラに 2 本ウ;ち，イ口ハモミジ，イタヤカエデ、，カ

ラコギ、カエデ，サワグノレミ， トチノキ， プナには

去 10. 残存木の複!件数，V/，J べ

4和の本+主 E1木EF E 4 

(箔)

251 871 91 

48 I 107 I 24 I 22 

計 l イ 181 371 1イイ 1/
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写真1.ヒメコマツ

カワラハンノキ(左〉

スギ(右)

写n3. ヨーロッパアカマツ C1rJ

ストロープマツ(右)

写114. ヤチグモ 'l}tc 5. プ ナ
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'i]:ﾚ 6. ハリエンジュ (!r~~r;Mおよび右端〉

アカエゾマツ(左から 3 本 11)

ヤチダモ (111央)

'r;:ns. トチノキ

写([ 7. 夕、、ケカンパClI:)

シラカンパ(有)

;r;~'[ 9. ケヤキ

- 23 ー
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3 木立ち，ケヤキに 5 本立ち，ブナ lこ 6 木立ちがそれぞれ出現している。

複幹の発生率をまとめたのが表 10 であり， 針葉樹は樹桓数の 25% ， 本数の 10え;， }La~刷は刷極数の

48% , 本数の 22% で広葉樹の方が複幹をよt じやすいことが示された。 これらの複幹の発生は過去の病虫

獣害または公象吉によると忠われるが，記録がなく!日〈囚を切らかにすることはできない。

これらの・市は写児に示されている。

写1'T 1 ヒメコマツ 6 木

自然分類 No. 5 区画，明治 43 年十ji'( (67 cir~L)，最大木枯JI'::j 10.5 m，胸高直径 32.0 cm 。

写立 2 カワラハンノキ 1 木，スギ 3 木

カワラハンノキは製紙用材 No. 8 区画，大正 3 1 1:'.植 (63 年生)， 相自 14.0 m，胸高[_if壬 34.0 cm，ス

ギは建築用材. No. 26 区画，明治 44 年植 (66 lrr-生)，最大木村U-I'，~G 15.5 m，胸肖直径 37.5 Cl1lo 

写点 3 ヨーロッパアカマツ 2 木，ストロープマツ 5 本

ヨーロッパアカマツは建築川村 No.7 [豆 i由i， IVJ 治 43 年机 (67 年生)， 最大木樹高 13.7111， )J('ù;Fb直径

39.2 cm。ストロープマツは必2奈川村 No. 8 r!<: 田î，同{j:.植え，最ノ三木制 1'，;:j17.6 m , !J旬 r~:;j [1'1 f壬 57.5cm o

写 n4 ヤチダモ 4 本

自然分釘j No. 136 区画， IVJì台 44 lrド仙 (66 {F~) ， lfÆノミ木樹 1":) 15.7 m , Jj川当直径 36.7 cm 。

写見 5 ブナ 5 木

船舶用材 No.12 区回，明j治 43 年植 (67 年生)，最大木材JI~G 16.8 m，胸出直径 43.0 Cl1lo 

写真 6 アカエゾマツ 2 /}，:，ハリエンジュ 4 木，ヤチダモ 3 木

J剖 F丑 分史n と区凶
芯ミ 大 木

樹齢 村.r?近 JJ印 1 "':J11日壬

アカエゾマツ 製紙Jtj No. 2 66~r 14.2m 37.5clll 

ハリエンジュ 土木用 No. 18 65 16.7 45.0 

ヤチ夕、モ 土木JTI No. 17 66 17.5 40.0 

写tr 7 ダケカンパ 5 木， シラカンパ 5*

夕、、ケカンパは自然分先[No.38 区 IUiÎ，明治 45 年1nl [ (65 ';f:'l') ，最大本は松江G 19. 5 m , JJ旬 I~ ~b 直径 38.5Cl11 o

シラカンパは同分類 No. 37 [丘町，大 lE 3 lrT111'[ (63 年生)，最大木は出I了;J 21. 7 m , JJ何 I'， ':j [l IJ:径 42.5 cmo 

写真 8 トチノキ 4 木

22J3川材 No. 38 [孟酎，明治 44 年柏 (66 イ1'-1:)，最大木村J I',':j 15.7 m , íJ旬 I"J 出径 59.0 Cl1lo 

写真 9 ケヤキ 1 木

船舶用材 No.11 区副， 1山治 44 lrf.i'll'i (66 :'W~IJ ，制 I'， ':j 15.7 m , JJ旬~，':j tÜ 1壬 29.0 Clllo 

(3) ュちー ~{ 

1) 樹木の残fi と 4ヒ長

北海涯のすべての相胞を網椛し，さらに本州および諸外[ k[ のイUjJ刷析も加えた大樹木 [~\I としJ 、ぅ :11 初の tlW

~2Jからは，杭辿いのが現状で， \11 初日 j'[IIiÎ のがJ 2 叫が残存しているにすぎない。 JIJ地の転川によるやむをえ

ない減少をのぞいてもなお， 政 (r ギは 5 ;刊にすぎない。 このような減少は， 雑 I\\~ による判長LL )1)1 虫PJ式

市" :5z\:fiZ'，占などによる;十11i1lli.のためと〆与えられるが，そのいずれによるものかまたいつ先日:したものかにつ

いては全く iU:jiがなく，引II!j' ， L! ，i，



1 1' ]'111込休業 1;)\牧場+~J 本 1~~1 の j斗凶作jH と JJ~状分析 C(川究資料) C) i]寸-:) 戸
川
リ

つ
臼

な赤lii県をまねし 1 たと巧えざるをiリない。 ì山 11 1 ìjí)(;(交にはおそらく管出らしい竹;Jlllはほとんど iJ われなかった

であろう。lJiJì山 ::111与，刷本出|の品J i1ぬは 20~32 1， 1 ‘であった。当 11 ,IJ' 0) +M 1'，':;を l孟\4 の 14 +jJ起について抗山して

みると，おおよそ 8 ",,15 ll1. ιリ立と巧えられる。 これらのJ七U品11，自!l川J

Iη川1孔1 J以ユ 1.ω 1ι一J上uμ~ .L氏辺~y灯f-な J似付刷叫iJ，f!郁l信R ばば、か)り)であイる〉 οω) で， その {[l~ の +M，f>ìî:はこれを下まわり， i円減した+J;Jf'G:では 5m(こ

も ;t しないものが多かったのではないかと)5'えられる。

ぷらにさかωぼると， 11 (1 .fI12 イ 1:，の I;J~験Jl，J)J 0序 'Iìム後は iJllìíjのような I ! ，/;/~. ω川保にもと凶行主，必民ωっと

{;t:、必を }JIIえるといったし.\きとどいた竹;J~I，は日付:fí: となったであろう。この I l.liJ WJ! こ品、Jil市は 6 "J18 {I'，によさ、ず，

+"I:J (:j も 2"J3m(と ;1 していなし， ì ものが!;か)たと1H:燥さ i しど) 0 このような川ーJWJ Iζ[弘行がイ三|づ〉になった lと

すれば，多 tJ の+，'H~くりが&1がIJ: じたとしても "'， ?!i\ であり， 1氏本1:1[がほとんど全滅していみことや， jU!IU 

+'ijf，G:と WII~ l.gJT'日 ω 7jJげが本にj七がないことなど(士， 乙 ω ような?伯":;J1刊川1刊引i日川(川乃不t汁|

と ω ようなJ川;山ふ川，，1、，1 イ木、"悶の!此!点H私紅柏lf占iT(υlば土， :1 ヒ iíljjüω ような足以条flω きびしく， /ド ω 11 二 j去のおそい地J~，~で州本 I~~I をう己 j点

させることがUとして作品な :'J ，:::'tでないことを小して jJ り， '1 ,1) {こ 1 1i'rj&Ui去のいきとどいた靴作竹;Jl llが欠くべ

からざるも ωであり，それが 20 イ I:.J.)， 1 ， ωlJ: JUJ にわた')てつづけられなければならないことを不している。

残イd1j，j 本 ω~LfI は，品川'E ~乙より大差があり，いちがいにはいえないがけÎJ 述ωょう lι.81)ω もりについて

ω松 ~i ，j 結以は， i'村制ト川/，jυ、，j

(け/サi令によるものであろう O ここでみられた名付HÆの悩 I":J とu叫主的似グライおよびJ~M~土域における今後ωiJJL

けに年の参々になるであろう。

ブ~I~免休の林本とくらべて r:~.J が小さいが， これは孤 ι山川fなぶいし叫 fιにωUの〉ため:九1'1 然然ヤであつて l'引'I?然!及i川の叫11枯州仙J』川山j.J山ωjυj
!Iけl J. í1して

/Jにする州本 I~'、|ω11 的にかなうといえよう。 1U幹の :(r什:は )[;J[旨 1'.ω欠陥ではあるがうÌII0:り(立 id ;b -'l 七 11史 I{J きわ

めて{氏く，さほど 11\J ;Luにはならないと以われる。

2) 別刷本 I~(\ の;む~'Í<j

.I~~ (1 の+，:;J~ 、 1~~I Tí [îH\は :11 初川'{.j 平分 I)ü1 に品川、し伐(/中川

');:1股Hi乙は州イ-: 1;~\1 と共，ì[ljの州HからなどJ 人し村、が j~ 1 1.伐'({イ.: U) いj il-i;ì 分イIJ

多いととなどから，この村本山!ω イI イ|必;.Jたが~:，11い
十[i '1 北 {I lN||LI! N ・ L

という与えもある。しかし，州本 r~(1 はよ↓木林や'た
C (1:.) (位、j.f ， fíJY:/')'IC仙J !， n1~~)'1 +j,j H:数

l政/休とは日Ij仙の13誌をもつもので， J1，\イ|共 j国七.I"j{jG: i リ J d� ペス 68 

43 6'; 11 3 14 
が多いことで制/ド Ihilω'({イlーが i'!ijとされるものでは

H 66 y 7 14 

ない。 さらに州本 I~I にのみ ;(/{I:する材、川市も 10 1Y{ 1:) 65 ぺ 8 12 

利に())ぼ;;;:.うえ， お 11 ~乙ノJ 、した {Q:(/本の 111HiH;ì で: 大 11 ，: 2 6/[ 2 3 
、'J> 63 'ノ

もう〉るようにほとんどのものは 65~. 67 イド止 (11{j
62 ') 

n 1 52 ~1:， J1UI) という I'， ':j iH~ω ものであ石。 ~) 61 

これほど~放の!日jiMì人 U[I'U、に木をもっ，1[1'1物 I ~il や
υ| 。。

y ~j9 

日本林はJljíljjWどは lli!i こ fι(1 しなし、。 )lll)ll'ì~í; HJ,,) 
~)δ 

外 1:;1 f;l)川 ヲ i ぃ γ

は f十刊刊円1_'1'切、 41にζM刷j什M川1卜利川、寸守頃，1引I! にすさない1おδ)υ tlたこ乙-1止ヒ{行ÍIωjρj丘jえぐ(1'、γ?()の] ?/t s〆、、, -19 

1 [1 '1 物 1 ，~\1 ()) I',:j il';ìU) f，:ij "j~ω うらノ\. 1.+p'U、にイ\は 1;~f'lh_c， cu エト 1 ) 弁枯JH ごとの以iJ lJ松山川とした。
2) .!II'UJ<: 1 1':を 1 ~J とした l川伐 [!.IJ ， ([!川、I[ 52.)1 

その tll'U:k II.IJ JWJ も川らかでなし、。こ ω ほかに， III';J-(帥 5) J) における制!析。
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人工植栽木としては，ガ、ノレトナーのブナ林や七飯の松並木，北海道大学ポプラ並木など各地に散在する名

木美林が残っているが。 しかしこれらはいずれも単一の樹種で，それらすべてをあつめてもこの樹木困の

樹種数には及ばない。また次の樹極は高齢植栽木として他に存在しない良重なものである。

チョウセンゴヨウ，シベリヤカラマツ，オレゴンパイン，ヒノキアスナロ，イブキ，サワラ， トウヒ，

ハシドイ，カツラ，サワグノレミ，カラコギカエデ， トチノキ，ハリギリ，クロミノサンザシ，クロビイタ

ヤ， ミツバウツギ，クロウメモドキ， /)レウェーカエデ等である。

乙の樹木園の周辺の森林 1 ， 600ha は道立自然公園に指定され， 自然休主主林， 昭和の森として札幌市民

をはじめ道民の休誌と自然学習のJøjとして利用されている。その一環として小規模ではあるが，比較的多

数の樹種を 1 箇所で比較観察できる樹木園が整仙されれば，その不Ij]日皮はかなり !J.l] いことが子組される。

ゆえに，樹齢約 70 年 (49 種， 194 本)のこれら樹木は， 先人の賞品な遺産として保護し， 活用するの

が適当であると考えられる。

あとかき

樹木園として保存するとすれば，次のような管l}f!.が必要となろう。まず下刈りや通路の怒備を行い観察

を容易にする。この際，白然の出形を止し将米にわたって観察にたえると見込まれる潅木などは適立残し

ておくのがよいと以われる。これらも合めてすべての刷極に標識板を設置し，樹極の和名，学名，アイヌ

名，用途，原産地，植栽年月を記入する。当初計I白iでは 1 区画 1 木を残す予定であったが，実行されず 1

区画に数本残存しているものも多い。これらのうちすでに長い年月を経て樹群として安定した状態にある

ものは計回に乙だわらずこのまま併立させてさしっかえない。被正状態にあるもの，出J~の著しく不良な

ものは伐採する。また枯肢は切る。

樹木の欠除している区闘には必要に応じて適ヨな組理を.fr1� 1li白するが，数区間まとまって樹木のない空地

はベンチなどをおいて休息場所にすることも考えられる。乙のような整備を行えば，乙の樹木園は十分利

用価値の高いものになろうとえきえられる。
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類(つづき〉

ずf 植 補 植 大 4 昭28 昭 52
区画

|本数|年月|苗 本数|年月[摘科 名 和 名 学 名 木 要 本数伐否

48 フ ナ 、、、 ズナ フ QueγC14sm(B07L1UgMoEli〉cαREEE1SDC.R. 、vrar.gγosse- 6 明 野幌国有林 6 伐
Fagaceae (コ ナ ラ属〉 serrata (BLUME) REHD. et WILS. 45. 5 

49 1/ 、、、 ズナ フ 1/ 6 /ノ 野幌国有林 3 伐
1/ 

1/ コ ナ フ Queγcus seγγαtατHUNB. 6 1/ 験野場幌林苗業畑試 l 大 験野l場院苗林業畑試 5 伐
1/ 2.11 

51 ーー レ ノ、 jレニ レ Ulmus davidiana PLANCH. var. 6 明 野幌国有林 6 伐
(Ulmaceae) レ 属) jaρonica (REHD.) NAKAI 43. 5 

52 λゾ オ ヒ ヨ ウ Ulmus laciniata (TRAUTV.) MAYR 6 ノノ 1/ 伐
/ノ

53 1/ マノレノてニレ Ulmus montana SM. var. jaρonica 6 1/ 1/ 4 伐
11 MAXIM. 

54 1/ エゾエノキ Celtis jessoensis KOIDZ. 2 大 験野場l毘苗林畑業試 。

(エノ キ属〉 5. 5 

55 ク ワ ト ウ グワ Morus alba LINN. 6 明 野11昆国有林 l 大 5 伐
Moraceae (ク ワ 属〉 43. 5 5. 5 

56 モク レ ン コ フ 、ン Mα:gnoliα kobus DC. 6 1/ 1/ 1 大 6 伐
Magnoliaceae (モクレン属〉 5. 5 

ノ/ 1/ チョウセンゴミシ Schisandra chinensis (TURCZ.) BAIJL. 3 大 ノ/ 。

(マップサ属) 10. 4 

57 11 ホオノ キ Magnolia obovata THUNBERG 6 明 11 l 大 4 
(モクレン属〉 43. 5 5. 5 

1/ ウラジロマップサ Schisandramrea ραhnydρGofe(〆SιCIEGB.et Z11Cc.) 未植
(マップサ属)

RADLK. for ι(MAKINぺ)
DHWI 

58 ク スノ キ ク ロ 司:- './ Lindra umbellata THUNB. 明 札花幌園区松井
Lauraceae (クロモジ属〉 45. 6 

59 カツラ カツラ CZerIIccied. かhyllum jaρonicum SIEB. et 6 明 野 i幌国有林 1 大大5. 5 野幌国有林 2 
[Ce凶i州laceae (カツラ属〉 . 43. 5 1 I 7c9. 5 

60 1/ ヒカ 、、l

フ 1/ 6 1/ 1/ 4 l 
ノ/

61 メ ギ ヒロハヘピノボラズ Berberis amurensis RuPR. var. 
1 1 大5. 41 ~科刺大七千学古大よ農り

。

Ber beridaceae (メ ギ、 属〉 jaρonica (REGEL) REHD. 

分然自表.付
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1/ 

1/ 6 

6 

6 

トウタダやイクグ守サ | ヒメユズリノハ、 IDαρh幻仇hni肋.
Eupho訂rb凶iaceae (ユズリハ属) I 

ドクウツギ:ドクウツギ I Coriaria ja戸onica A. GRA Y 

Coriariaceae (ドクウツギ、民) ! 

ウ ノレ シ|ヤマウノレシ! Rhus trichocar戸α 乱1IQ.
Anacardiaceae i (ウルシ属) ! 

(ヌ ノレ デ I Rhus j仰nica LINN 

I ( 11 ) I 

1 ツタウノレシ Rhus ambigua LA  V ALL五E， ex DIPPEL 

I ( 1/ ) I 

|イヌツゲ I Ilex crenata THUNB. 

i (モチノキ属) ! 

|アカミ/イヌツゲ Ilex sugerokii MAX肌 var. brevi 
1 ( 1/ ) iρ仰ncul仰 (MAXIM.) S. Y. Hu  

|ヒメモチ I Ilex leucoclad，α(MAXIM.) MAKINO 

I ( 1/ ) I 

|ツノレツゲ、 I Ilex rugosa FR. SCHM. 

I (が) I 

l アオハタ i んnacropoda MIQ 

( 1/ ) 

!ニシキギ
! (ニシキギ同)

トコマユミ Eω印刷s alatus (川 SIEB
(庁、 |forma dmto山ntatus (FRA::-fCH. et 

I SAVAT.) HIYAMA 

|マユミ I Euonymus sieboldiωlUS BLUME 

i ( 1/ ) i 

ツリノf ナ I Euonymus oxyρhyllus MIQ. 

( 1/ ) 

クロツリノf ナ
( 1/ ) 

ツ/ルレマサキ I E;~ω仰O
(M)|MAzz  var MiCGns(SIEB ex MIQ) 

I REHD. 

ヒロハツリパナ I Euonymus macroρterus RUPR. 

( 1/ ) 

ツノレウメモドキ I Celastrus orbiculatus THUNB. 

i( ツノレウメモドキ属〉

i クロウメモドキ I Rhm仰lUS jaρonica MAXIM. 

I( クロウメモドキ属)1

Euonymus alatus (THUNB.) SIEB. 

Euonymus tricarjうus KOIDZ. 

1/ 

モチノキ
Aquifoliaceae 

/ノ

ノノ

1/ 

ニシキギ
Celastraceae 

1/ 

1/ 

1/ 

ノ/

1/ 
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区画

ド数I~ 月|甫 木 本数|年月|摘 本数!摘要干ミト 名 手口 名 学 名 本数伐否

104 ミツノイウツギ、 ミツノイウツ属ギ、 Stαρhylea bumalda (THUNB.) DC. 6 大 野 11毘国有林 6 
Staphyleaceae (ミツノてウツギ > 4. 4 

105 カ エ ア イタヤカエデ Acer mono MAXIM. 6 明 11 l 大 6 l 

Aceraceae (カエデ属) 44. 5 5. 5 

106 11 11 11 6 11 11 6 3 

107 // クロビイタヤ Acer miyabei MAXIM. l 11 /1 l 
/1 

108 /1 ハウチワカエデ> Acer japonicum THUNB. 6 明 11 l 大 6 
43. 5 5. 5 

109 11 イロハモミジ AρcαefrmpGdtumm Gfum THIjNB.var. 明 11 4 大大2. 5 野l民国有林 5 伐
11 45. 5 1 I -k5. 5 

110 11 オガラノf ナ Acer urkurunduense TRAUTV. et 3 明 後富志士国えぞ 3 伐
/1 MEY. 43. 5 

111 // カラコギカエデ Acer ginnala MAXIM. 3 大 野験場幌背林業畑試 6 大 。 6 
// 5. 5 9. 5 

112 // ミツデカエデ) Acer cissifolium (SIEB. et Zucc.) 4 大 日高国様似 3 伐
K. KOCH 3. 9 

113 ト チノ キ ト チノ キ Aesculus turbinata BLUME 6 明 野験場幌苗林業畑試 5 伐
Hippocastanaceae (トチノキ属) 44. 5 

114 フ ド ウ ヤマブドウ Vitis coignetiαe PULLIAT 6 11 野幌国有林 4 伐
Vitaceae (ブ ドウ属)

115 シナノ キ シナノ キ Tilia jaρonica (M見) SIMONKAE 6 明 // 5 伐
Tiliaceae (シナノキ属〉 43. 5 

116 // オオノ丸ゴミ、ダイジュ Tilia maximowicziana SHIRASAW A 4 // // l 大 3 伐
// 5. 5 

117 マタ タ ビ サルナシ Actinidia arg恥fuItQa. (SIEB.et Z11cc.) 6 /1 ノノ 5 伐
Actinidiaceae (マタタビ属〉 PLUNCH. et 

118 1/ マタ タ ヒ、、 Actinidia ρolygama (SIEB. et Zucc.) 6 ノノ 11 5 伐
1/ 乱1AXIM.

// ミヤママタビ Actinidia kolomikta (RUPR. et 5 大 // 。

11 MAXIM.) MAXIM. 10. 4 

分宇}ミ向
日表.付
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|ケヤマウコギ I Acαnthoραωx divaricatω(SIEB. et 
i (ウコギ属) I Zucc.) 5EEMANN 

コシアブラ I Acanthoραnax sciado)うhylloides
( 11 ) I FRANCH. 

ハリギ、リ I Kaloραnax ρictus (THUNB.) NAKAI 
(ハリギリ!再)
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2 Alangium ρJαtanifolium (SIEB. et Zucc.)1 
HARMS var. trilobum (MIQ.) OHWI 

Cornus controversa HEMLEY 

Helwingia japonica (THUNB.) F. G. 
DIETR. 

Aucuba japonica THUNB. 

1/ 

1/ 

1/ 
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1/ 

125 

127 

126 

植
柏

1 I 明
I 45. 5 

151ミ植

未

ええ

1/ 

リョウブ
Clethraceae 

ハイノキ
Symplocaceae 

エゴノキ
Styracaceae 

131 

132 

4 

6 

6 

1 I 大

1 I 大
野|幌国有林

1/ 

/f 

明
43. 5 

明
44. 5 

6 

6 

6 

5tyrax obαssia SIEB. et Zucc. 

Fraxinus mandschurica RUPR. var. 
ja)うonica MAXIM. 

5yringa reticulatα(BLUME) HARA 

Fraχinus l仰uginosαKOIDZ.

/f 

モクセイ
Oleaceae 

1/ 

133 

134 I 

135 

136 

CJl 

6 /f 1/ 6 1/ 137 

6 1/ 1/ 6 Ligustrum ovalifolium HASSK. 1/ 138 
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本数恒国摘要
植

本数|年月!|本数|年月|市

表.付

要t商オミ

未植

名

l ムラサキシキブ 1 Callicarpα jaρonica THUNB. 

I( ムラサキシキブ属〉

|クサギ I Cle)dendrum trichotomum THUNB. 

i (クサギ属)

l 。
6 

|未植-

6lT4 51 野l民国有林
3 I 大 |苫小牧演習

8. 5 I 林

野 l毘国有林

後志国余市
産

6 I 明
44. 5 

I! 

Sαmbucus siめoldiαηαBLUME， ex 
GRAEBN. 

ニワトコ
(ニワトコ属)

スイカズラ
Ca prifoliaceae 

Sαmbucus γαcemosαvar. pubescens 
SCHWERIN non DIPPEL 

エゾニワトコ
( 1/ ) 

/ノ

ViDurnum dilatatum THUNB. ガマズミ
(ガマズミ属〉

。6 I 明
44. 5 

Viburnum wrightii MIQ. ミヤマガマズミ
( I! ) 

I! 

し
恥
九r

I
R

ペ
ー

有国隠
両

立
γ
J

国
主

I! λゾViburnum 0戸ulus LINN. var. 
calvescens (REHD.) HARA 

カンボクI! 

画
一

9
/
O
/
l
/
2
y

区
一
日
ノ
凶
ノ
リ
パ
ノ
リ
は

'~さ和名

クマツヅラ
Verbenaceae 

科

け
世2
0

心

。

2 

大2.10
大5. 5 

I! 

東北帝大農
科大学より

北海道社

I! Viburnum jurcatum BLUME オオカメノキ
( I! ) 

143 i 

根室営林区
分署

ノノ

東北帝大農
科大学より

Weigera hortensis (SIEB. et Zucc.) 
K. KOCH 

l タニウツギ
(タニウツギ、属)

AY'F

,F 

4
ム
ノ
〆

1
i
 

物植lι 

Emlりetrum nigrum LINN. var. 
jaρonicum K. KOCH 

品

PotentiUαfγuticosa LINN. キンロノてイ

(キジムシロ j属)

ガンコウラン
(ガンコウラン属)

ノ t フ

Rosaceae 

ガンコウラン
Empetraceae 

146 

147 
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科大学より
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3 1 明 |野 l民国有林
45. 5 I 

大 I!
10. 4 I 

3 i 大 |東北市大農!
I 4. 4 I 科大学より

l 米植 I
1 I 明 |後志国ニセ I i 

i 44. 5 I コ長

l 未植 1-1
I I 

3[ 今o. 4 !野 11毘国有林

1 I 大 !東北帝大農 I I 
4. 4 I 科大学より I I 

6 I 明 |後志田ニセ
44. 5 I コ岳

6 I I! 庁

6 I /1 /1 

3 I fリJ 野 11見原野
I 45. 5 I 

l 未植 l

1 I ~5. 51 間同ニセ i
|未植!-

5 I Iり1 後志同ニセ 1 大
44. 5 :コ岳 3.10 

l 末柏! - [-1 
3 ~大 |紗那営林区 I 1 I 大

3. 7 分苫 4. 4 

1 明 i 後志国ニセ i
! 44. 5 コ岳 I I 

6 

|ナニ ワ ズ I Daρhηe 必伽Gωωf刀附?
i (ジンチヨウゲ属) I jμezceω仰nsi白's (α乱MAX刻1M.) OHW羽γI

l fγキミ〉 1M…か山 MAK1NO

(コショウノキ l DG山 kiusiωMIQ l 
が)

|アクシパ Vac仰ium jゆ仰ωm MIQ. 

! (スノキ属) I 

|コケモモ i 均川mvωdaea LI:-<N. 
1 ( II ) I 

|ウスノキ l 均CαωC
( /1 ) I 

1 Vaccini・um ciliaturn TnUNB・|
(庁) I 

ツノレコケモモ I Vacciniurn oxycoccus L1NK. 
(υ) I 

シラタマノキ Gaultheria miqueliana T AKEDA 
(シラタマノキ属) I 

|(アカモノ) I Gωher門iα 仰帥
/ノ|

ハナヒリノキ Leucothoe grayana MAXIM. 
I (イワナンテン属) i 

i ヤチツツジ |Ch加αmαdψhηne 叫印ωJ旬αtaα(L1:-.l~幻川\H
I (ヤチツツジ属) I MOENCH 

| サラサドウタダやン I Erl?わl?iαηt的hzωfωs cωαmρGημlaαt印1μtS (M1ぬQ.)
!(ドウタダやンツツジ属)判I N1κC∞叫Oは | 
i ヒメシヤクナゲゲ、 I Andr仰01紡?η;edαρolij戸j戸oliαL1)!N.
i( ヒメシャクナゲ属)1

l アオノツガザクラ Ipわ仇doce aleutica (SPRENG.) 

I (ツガザクラ属) I A. HELLER 

|ホツツジ I Tripetaleia 戸aniculata S1EB. et Zr;cc. I 

1U ツジ同)l l ミヤマホツツジ I Tripetaleia bracteata MAX1M. 
( II ) I 

|エゾツツジ! Rhododendron camtschaticu11Z PALL. 

I (ツツジ属) I 

!ツクシシャクナゲ I Rhododendron rnetternichii SIEB. et 
i ( /1 ) I ZUCC. 

ゲ
前

ウ
ぽ

ヨ
』

チ
町

ン
匂

ジ

T

ツツジ

Ericaceae 

/1 

I! 

/1 

148 

149 

50 

51 

152 I 

153 I 

154 i 

155 I 

156 ! 

157 i 

158 I 

159 I 

160 

161 

162 I 

163 : 

164 I 

165 i 

166 I 
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科 名 平日 名 学 名 |本数|年月|川 木 本数|年月|摘 要 木数伐否本数|摘要

後コ志岳国ニセry ジ キパナシャジクナ属ゲ) Rhododendron αuγeum GEORGI 6 I I珂
Ericaceae (ツツ 44. 5 

168 I 11 サツキツツジ Rhododendron indicum (LINN.) SWEET 1 I 11 // 

// 

169 // ムラサキヤシオ I Rhodo血ndron 山ch川 未植

170 // コヨウラクツツジ Menziesia pentandra MAXIM. // 

(ヨウラクツツジ属)

171 // ウスギ、ヨウラク Menziesω ciliicalyx (MIQ.) MAXIM. 

表.付

材

イチイ|ィ チ イ Taxus cuspidata SIEB. et Zucc. 6 明 野 11毘国有林 6 

Taxaceae (イ チイ 属) 43. 5 

2 ーマ 、ソ 、ンベリヤカラマツ Lαrzχ sibiγicαLEDEB. 4 明 分紗署那営林区 4 
Pinaceae (カラマツ属〉 44. 5 

3 // ニホンカラマツ Larix le戸tolepis (SIEB. et Zucc.) 6 明 験野場幌1林2業畑試 6 
// GORDON 43. 5 

4 // ヒメコマツ Pinus ραrviflora SIEB. et Zucc. 6 I 11 6 4 
(マ 、ソ 属)

5 /1 i ク ロ マツ Pinus thunbergii PALLA T 6 明 野験場I院前林業畑試 2 
11 44. 5 

6 /1 アカマツ Pinus densiflora SIEB. et Zucc. 6 /1 // l 

11 

小樽1'1'1 畑|7 // ヨーロッノfアカマツ Pinus sylvestγis LINN. 6 |児 6 2 写真
// 43. 5 3 

8 11 ストローブマツ Pinus strobus LINN. 6 /1 11 6 5 写真

� I Iり4I4 5 野験幌場林南業畑試

3 

9 11 リギダマツ Pinus rigid，αARNOLD 6 
11 

10 1/ ヨーロッノfクロマツ Pinus nigra ARNOLD 6 11 小樽市畑
/1 

用築建
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3 

(エゾマツ I Picea j ,…sis (SIEB. et ZUCC.) CARR. I 

(トウヒ属) : 

l アカエゾマツ I Picea glehnii (FR. SCHM.) MAST. 

I ( 11 ) I 

!トウヒ Picea jezじensis (SIEB. et ZUCC.) CARR. 
I ( 11 ) var. hondoensis (MAYR) REHDER 

|ョーロツノf 卜ウヒ I Picea abies (LniN.) KARST 

i ( 11 ) I 

|ツガ I Tsuga sieboldii CAは | 
(ツガ)同) 1 

コメツガ Tsuga diversifolia (MAXIM.) MASTERS 
( 11 ) I 

トガサワラ i Psendotsuga jaρonzcα(SHIRASAWA) 
I (トガサワラ属) BEISSN. 

i オレゴンノfイン I Pseudotsuga taxz~了。lia (POUR.) BRITT. I 
( 11 ) : 

!ァカトドマツ Abies sachalinensis (FR. SCHM.) 

i (モミ属) 1 MASTERS 

l ェゾシラビソ
i ( 11 ) I Abies sachalinensis (FR. SCHM.) MAST. I 
|、 var. nemorensis MA  YR |モミ. __. .~_..V~. ~.V~~~ ~._~___~ 

I ( 11 ) i Abies βrma SIEB. et ZUCC. 

|シラベ I Abies ve此hii LI:¥'DL 

I (υ) I 

アオモリトドマツ I Abies mariesii MASTERS 
! (庁) i 

l シベリヤモミ Abies sibirica LEDEB. 
( 1/ ) ! 

|コウヤマキ l sωdo向s 似たillata (TlI u~;叫
I (コウヤマキ属) i SIEB. et Z山C.

|スギ Icゅt側eria japonica (LmN. 臼.)
• (スギ、!品) 1 D. DON 

ヒノキアスナロ Thujoρsis dclabrata (LINN. 五l.)
Lr. hondae M! 

クロベ i Thuja standishii (GORD.) CARR. 

(クロベ属) i 

|ニオイヒパ I Thuja occidentalis LINN. 
I ( 1/ ) I 

// 

1/ 

// 

11 

1/ 

スギ
Taxodiaceae 

1/ 

ヒノキ
Cupressaceae 
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t
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野幌林業試!
験場苗畑 | 

11 

11 

建築用材・船舶用材(つづき)

新植

|和名|学 名[本数|年
;ヒノキ I Chamaecyραris obtusa (SIEB. et Zucc.) I 6 I 明
(ヒノキ属) I SIEB. et Zucc. ap. ENDL. I 43. 5 

i サワラ I Chamaecyparis 戸sifera (SIEB. et I 6 I 11 

((::lZ)S  tz apE 
ローソ γ ヒノキ I Chamaecyparis lawsoniana A. MURR. 

セコイヤ
(セコイヤ属)

5 

名

ヒノキ
Cupressaceae 

11 

ノ/

科

Sequoiα gig.αntiα スギ
Taxodiaceae 

タクソジウム
I (タクソジウム属)

|ケヤキ
I (ケヤキ属)
メゲヤキ I Zelkowa serrαfα(THUNB.) MAKINO 

( 11 ) I var. stiPulacea MAKINO 

i コブシ Magnolia kobus DC. 
i (モクレン属) I 

(ホオノキ I Magnolia obobatαTHUNB・
( 11 ) I 

カツラ
(カツラ属)

ヒカツラ
I ( 11 ) 

l イヌエンジユ
I (イヌエンジュ属〉

|キハ夕、

I (キハダ属)

| イタヤカエデ
I (カエデ属〉

|ハリギリ
I (ハリギリ属)

主
株
主
一
路
邸
亘
一
詩
話
叫
・

イえ

。

4 

一
世
出
。
山
・

1 I 伐

イ文

東北帝大農
科大学より

野l院林業試
験場苗畑

北海道社

4 

Sequoiα semþeγ匂iγens LAWS. 

Tαχodium distichum LINN. 

3 大210| 野|院国有林
大5. 5 

大

つ
U
1
L

つ
ム

3 

6 

ノ/11 

11 

Zelkowα serratα(THUNB.) MAKINO ニレ

(Ulmaceae) 

モクレン
孔1agnoliaceae
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40 I カツラ
I Cercidiphylaceae 
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11 
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6 

6 

6 

Cercidiρhyllum jajうonicum SIEB. et 
Zucc. 

Maakia amurensis RUPR. et MAXIM. 
var. buergeri (MAXIM.) C. K. SCHN. 

Phellodendron amurense RUPR. 

Acer mono MAXIM. 

Kalopanax ρictus (THUNB.) NAKAI 

11 

マメ

Leguminosa 

ミカン
Rutaceae 

カエデ
Aceraceae 

ウコギ、

Araliaceae 

41 

42 

44 

45 i 

43 



5
J一
宮
山
主
U
F
5訴
をK
E
U
T
E
Sむ
伝
誌
比
一
存
主
主
己
主
叩
(
三
一
日
均
主
)
(
」
一
」
ム
ム
)

イえ

イえ

{え

イ文

5 

2 

~ 1 )ぇ
5. 5 

野幌同有林

束北帝大農 l
科大学より!

野幌国有林 l

野1[1見林業試 l
験J;t}j't竹田 [ 

6 • IVJ 
44. 5 

3 明
I 45. 5 

6 !明
43. 5 

i ;jこ植

51 大
4. 5 

i 未植

モ I Fraxinus manduschuria RUPR. var. 
J品) i jaρonica MAXIM. 

ジ I F:印刷us spaethiana LI~G山I
) I 

モ! Frαxinus lam，何nosa KOIDZ. 

) I 

コ Fraxinus jaρonica BLUME 

) 

l アメリカトネリコ Fraxinus americana LI~N. 
: ( 11 ) ! 

173 トネリコ Fraxinus quadrangulata 
( 11 ) I 

ヨーロ y ノ f トリネリコ Fraxinus excelsior 
( 11 ) 
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01eaceae 
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用

イチイ Taxus cusρidata SIEB. et Zucc. 
: (イチイ属〉

ニホンカラマツ Larix leρtolePis (SIEB. et Zucc.) 
i (カラマツ属) I GORDON 

|クロマツ Pinus thunbergii PARLAT 

(マツ属) I 

ヒノキ I Chamaecy戸aris obtusa (SIEB. et Zccc.) 
: (ヒノキ尉) SIEB. et Zucc. ap. ENDL. 

ヒノキアスナロ Thujoρsis dolabrata (Ln;N. 日.)
(アスナロ属) SIEB. et Zccc. hondae MAKI:'-!O 

6 I カツラ!カツラ Cercidiphyllum japoniCZtJ1'l SIEB. et 
jC訂cidiphylaceae i (カ Y ラ属) Zucc 

7 I カ エ デ}イタヤカエデ I Acer 1JZono MAXIM. 

Aceraceae (カエデ民)

j ハウチワカエデ ! Acer j，ゆonicu1JZ THUNB. 

: ( !! ) i 

(ハリギリ I Kalopanax ρictus (THUNB.) NAKAI 

I (ハリギリ属) i 

|ヤチダモ Fraxinus mand伽rica RUPR. var. 
l( トネリコ)I jaρ附a J¥1AXIM 

ケヤキ Zelkowa serrata (THUNB.) MAKINO 

(ケヤキ属)

がi、
、iy

l
 

ん
羽
川
山

ヒノキ
Cupressaceae 
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Araliaceae 
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Oleaceae 
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名

ナ I Fagus crenαta BLUME 
属) I 

学名

業rr
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フ

付

q

沖t
4す
R
1

ナ

木土

2 5 紗那営林区
分署

5 I 明
45. 5 

Larix sibiγicαLEDEB. シベリヤカラマツ
(カラマツ属)

、ソ

Pinaceae 
? 

サ
一
山
鴻
弘
窓
邸
ヨ
凶
山
高
時

3 5 11 11 5 Lαγiχdαhuγica var. japonicα ターフリカカラマツ
( 11 ) 

11 2 

6 野幌林業試
験場苗畑

6 I 明
44. 5 

ニホンカラマツ3 

6 11 11 

未植
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野|院林業試
験場苗畑

6 I 明
44. 5 " 6 

11 11 I 6 

Thu仰

11 7 

。

6 

6 

I Larix leptoleρis (SIEB. et ZUCC.) 
I ( 11 ) I GORD 
(ョーロツノマカラマツ I Larix decidua MILLER 
I ( 11 ) 

|アメリカカラマ~ I Larix 仰向na
! ( 11 ) I 

l(クロマツ i Pinus thunbergii PAR山
マツ属)

アカマツ I Pinus densiflora SIEB. et ZUCC. 
( 11 ) 

ヒノキアスナロ
スナロ属) I et ZUCC. var. hondae 

ヒノキ I Chamaecyρaris obtusa (SIEB. et ZUCC.) I 6 
(ヒノキ属) I SIEB. et ZUCC. ap. ENDL. 

サワラ I Chamaecy戸aris 戸sifera (SIEB. et 
! ( 11 )! ZUCC.) SIEB. et ZUCC. ap. ENDL. 

l コウヤマキ I S(iadoρitys verticillata (THUNB.) 

i (コウヤマキ属) i SIEB. et ZUCC. 

i ク
i (ク

|カ

|(コ

I (ミ

小樽由畑

11 

11 

11 

6 

6 

ヒノキ
Cupressaceae 

11 

11 

8 

10 

1 I 明
45. 5 

スギ
Taxodiaceae 

11 

2 

3 

。札幌郡白石 I 3 

野幌林業試 I 5 
験場苗畑

野幌国有林 I 6 

2_ 11 

3 I 大
4_ 5 

大2.10
大5. 5 

つ
ム
1
i

札

野幌林業試
験場苗畑

野幌国有林
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// 

11 

6 

6 
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Castanea crenata SIEB. et Zucc. 

ワ Quercus dentata THUNB. 
属) I 

ラ I Quercus mongolica FISCH. var. grosseｭ
) I serrata (BLUME) REHD. et W ILS 

属)

ラ
ナ

シ

ナ
ズ

" 

ブナ
Fagaceae 
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11 
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11，大
4. :5 

1 大|
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Kaloραnax ρictus (THUNB.) NAKAI 

Fraxinus mandschurica RUPR. var. 
jaρonica MAXIM. 

Robinia ρseudoacacia 

!ハリギリ
! (ハリギリ属〉

|ヤチタモ
! (トネリコ属)

ハリエンジユ
(ハリエンジュ属〉

ウコギ
Araliaceae 

モクセイ
Oleaceae 

マメ

Leguminosae 
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用

|イチョ
i (イチョウ

|イチイ
(イチイ属)

|イヌガヤ I Ceρhalotαxus harringtonia (KNIGHT) 
: (イヌガヤ属) I K. KOCH 

ヒメコマツ Pinus ρarviflora SIEB. et Zucc. 
: (マツ属)

i キタゴヨウ I Pinus ρarviflora SIEB. et Zucc. var. 
, ( 1/ ) iρentψhylla (MAYR) HENRY 

チョウセンゴヨウ I Pinus koraiensis SI比 et Zucc. 
( 1/ ) 

アカエゾマツ Picea glehnii (FR. SCHM.) MASTERS 
I (トウヒ属)

|イブキ ]uniperus chir.ensis LINN. 
I (ビャクシン)員) I 

エンピツビャクシン I ]uniterus virgznzana 
, ( 1/ ) 1 

サワグルミ Pterocarya rhoifolia SIEB. et Zucc. 
, (サワグノレミ属) I 

1 オニグノレミ ! ]uglans ailantifolia CARR・
i (ク jレミ属) ! 

| ヒメグノレミ 1 ]uglans ailantifolia CARR. var. 
( 11 ) I cordiformis (MAXIM.) REHDER 

| テウチクノレミ lfugfons reg1Gvar sine仰s auct. 

I :が )(japon nonDC 
シロク jレミ ]uglans cinera 

! (庁) I 

同
ハ

Taxus cusρidata SIEB. et Zucc. 

?，~ 

Ginkgo bilobαLINN. イチョウ
Ginkgoaceae 

イチイ
Taxaceae 

イヌガヤ
Cephalotaceae 

マツ

Pinaceae 

ヒノキ
Cupressaceae 

ク ノレ ミ

J uglandaceae 
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年
一
大
明

4

大
未
明

4

数
一
4
6

本
一

植
一

l 和名 l
i クロクノレミ I Juglans nigra LINN. 
i (ク jレミ属) ! 

i ブナ I Fagus crenata BLUME 
I (プナ属)

|アメリカブナ
I ( // ) 

I (ヨーログプナ)lM り同αLINN

|ノ" )レニレ|

(ニレ属) I 

l オヒヨウ
( I! ) 

i トウグワ
(ク属)

コブシ Alagηoliα kobus DC. 
(モクレン属) ! 

ホオノキ 1Mαgnolia obovata THUNB. 
( I! ) i 

ズミ I Malus sieboldii (REGEL) REHDER 

(リンゴ属) I 

アズキナシ I Sorbus alnifoliα(SIEB. et ZUCC.) 
(ナナカマド属) I C. KOCH 

ナナカマド、 I Sorbus commixta HEDL. 
( // 1 

i シウリザクラ Prunus ssiori FR. SCHM. 
I (サクラ属) I 

ウワミズザクラ I Pruns grayana MAXIM. 
(庁) I 

エゾノウワミズザクラ I Prunus ρadus LINN. 
(庁) : 

l イヌエンジュ [腕αい…sis RUPR 叫XIM

要

ネ南

木

野幌林業試
験場苗畑

函館区金浜
花園

野幌林業試
験場苗畑
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Fagaceae 

名

イナ 表.

科

2 Fagus grandifolia EHRN. 

Ulmus davidiana PLANCH. var. 
jαρo釘ica (REHD.) NAKAI 

Ulmus laciniata (TRAUTV.) MAYR 
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ニレ

Ulmaceae 
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ミカン l キハダ Phellodendron amurense RUPR. 
Rutaceae I (キハダ属) I 

32 ニガキ i ニガキ I Picrasma quassio伽 (0. 00"') BLUME 
Simaroubaceae ! (ニガキ属) I 

33 I ウ ル シ|ャマウノレシ Rhus trichoca仰 MIQ.
Anacardiaceae (ウノレシ属) I 

34 ! 1/ ヌ ノレ デ I Rhus javata LI~N. 
i (υ) i 

3S 1/ ウ ノレ シ I Rhus vernicif!ua STOKES 
: ( n ) : 

36 1 カ エ デ|ィタヤカエデ Acer mono MAXIM. 
Aceraceae (カエデ属) i 

! ノハ\ウチワカエデ i Ac印er j戸αψρ仰
! ( 1/ ) i 

38 トチノキ|トチノキ I Aesculus turbinata BLUME 
: Hippocastanaceae (トチノキ属) I 

39 ! 1/ ヨーロッパトチノキ i Aesculus 
I (υ 〉!

|ハリギ、リ I Kaloραnax ρictus (THUNB.) NAKAI 
I (ハリギリ民) i 

!コシアブラ I Acanthoραnax sciadoρhylloides 
: (ウコギ属) FRANCH. 

|エゴノキ Styrax ja�onica SI此 et Zucc. 

i (エゴノキ同) ! 

l ノ\クウンホ、ク Styrax obassia SIEB. et Zucc. 
(が) : 

ミズキ l ミズキ Cornus controversa HEMSLEY 
Cornaceae i (ミズキ

モクセイ|アオダモ
Oleaceae ! (トネリコ!品)

46 ! 1/ ヤチ夕、モ

( 1/ ) 

47 i ノノ (ハシドイ
I (ハシドイ!再〉

48 i ゴマノハグサ l キ リ
i Scrophulariaceae: (キリ同)

Paulownia tomenωα(THUNB.) STEUD. 

Fγαχinus lαnuginosa KOIDS. 

Fraxinus mandshurica RUPR. var. 
jaρonica お1AXIM.

Syringa reticulata (BLUlV!E) HARA 

1/ 
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Styracaceae 
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要

P叫us densiflora SIEB. et Zucc. 6 明45. 5 野験場幌林苗業畑試 I
Pinaceae I (マツ属)

2 ヒメコマツ Pinus ρarviflora SIEB. et Zucc. 6 明 ;J\ 樽苗畑
43. 5 

3 1/ エゾマツ
(トウヒ属) 44. 5 

4 ヤ ナ ギ ヤマナラシ POρulus sieboldii MIQ. I 6 i 1/ 札苗幌畑郡山畠 l 伐
Salicaceae I (ハコヤナギ属)

5 ノノ ドロヤナギ、 Populus mαχzmoωiczii HENRY 6 1/ 野|担国有林 l 大 5 イ文
11 5. 5 

6 ノノ セイヨウハコヤナ〉ギ|l PMoρ1u1EfNuCs H nigra LINN.var.itdicG 6 I r見 科東大北帝学大よ農り 5 イ文
43. 5 

1/ ピラミダリスポプラ Populus ρyramidalis (BORKH.) SPACH. 2 大 1/ 。

11 2. 5 

8 ノ/ モニリブェラポプラ POρulus monilifera AlT. 6 明 ノ/ l 大 l 伐
44. 5 

9 ク jレ 、、、 サワググl ノレミ Pterocarya rhoifolia SIEB. et Zucc. 5 大 野験場幌林白業畑試 5 伐
Juglandaceae (サワ レミ属〉 4. 5 

10 シナノ ギ、 シナノ キ Tiliα jaρonica (MIQ.) SIMONKAI 6 I íリj 野幌国有林 4 伐
Tiliaceae (シナノキ属〉 44. 5 

11 1/ オオパボダイジュ Tilia maximowicziana SIMONKAI 6 1/ 1/ l 大 5 I 1文
1/ 5. 5 

12 1/ アメリカシナノキ> Tiliαα:meγicαnα 未植

13 1/ ヨーロッパシナノキ Tiliα euγopαeα 4 大 東科北大帝学大よ農り 2 伐
ノ/ 3. 5 

14 モク レ ン ホオノ キ Magnolia obovata THUNB. 6 明 野|幌国有林 5 伐
Magnoliaceae I (モクレン属) 44. 5 
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6 1 IYJ 
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6: 明
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大
3. 5 

Picea jezoensis (SIEB. et Zucc.) CARR. 

Picea glehnii (FR. SCHM.) MAST. 

Piceα jezoensis (SIEB. et Zucc.) CARR. I 

var. hondoensis (MA叫 REHD肌|

Abies s帥伽向山 (FR. Sc川 l 

MAST. 

Populus sieboldii MIQ. 

6 POJうulus maximowiczii HENRY 

1/ 6 Alnus incana var. glauca REGEL 

4 1/ 6 Alnus serrulatoides CALLIER 

Fagus jaρonica MAXIM. 

エゾマツ
(トウヒ)品)

アカエゾマツ
( 1/ ) 

トウヒ
( 11 ) 

アカトドマツ
(モミ)昆)

ヤマナラシ

(ハコヤナギ属〉

ドロヤナギ、
( 1/ ) 

ヤマハンノキ
(ハンノキ j再〉

カワラハンノキ
( 1/ ) 

イヌブナ
(ブナ同)

マツ

Pinaceae 

1I 

ヤナギ、

Salicaceae 
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7
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Betulaceae 
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CarPinus laxiflora (SIEB. et Zucc.) 
BLUME 

Carρinus carolimana 

,_W 

}J<_ 

サワシパ

(クマシデ同)

アカシデ
(ノ1 ) 

! アメリカシデ
I ( II ) 

i アサ
(アサダ

i アメリカアサダ Ostrya verginica 
i, ( 1I ) i 

|シラカンパ I Bet仰 ρlatyρhylla SUKATCHEV var. 
I (カバノキ属) I jαρonica (MIQ.) HARA 

| ウ夕、、イカンノ-{ Betula maximowic2ﾌana REGEL 
I (庁) i 

l カワラハンノキ I Alnus serruωes C…R 

(ハンノキ属) I 

Carρinus cordata BLUME 

Ostrya jaρonica SARG. 

菊?

カバノキ
Betulaceae 
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l 科名|和名 1

9 I カバノキ|ヤマハンノキ I Alnus hirsuta TURCZ. var. sibirica 
Bet山ceae I (ハンノキ属) I (F 

lωo[ ブナ l ブナ I~αgus cren胤1似αt却αBLUME
Fagaceae I (ブナ属) I 

プナ:… M 

アメリカブナ

ヨーロツノマブナ

i y l ヵ;ヮ
I (コナラ同)

l l ミコナラ 1
18 i カ エ デ|イタヤカエデ! Acer rnono MAXIM. 

Aceraceae I (カエデ属)

19 I 1/ ハウチワカエデ

20 I 1/ イロハモミジ

21 I 1/ |サトウカエデ
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1/ 

1/ 
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6 

6 

6 

6 

6 
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Fagus ferruginea var. C. LOUD 

Quercus rnongolica FISCHER var. 
grosseserrata (BLUME) REHD. et 
WILS. 

Acer saccharurn MARSH. var. nigrurn 

Quercus dentata THUNB. 

Acer 1りalrnaturn THUNB. 

Acer saccharurn MARSH. 

Acer jaρonicurn THUNB. 

Fagus sylvatica LINN. 


